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慶應義塾⼤学 DMC 紀要 5(1), 66-69, 2018 
 

ICOM UMAC 

ヘルシンキ⼤会報告 
本間 友 

（慶應義塾⼤学アート･センター所員・ 
⽂学部⾮常勤講師） 

 
ICOM UMAC（International Council of 

Museums Committee for University 
Museums and Collections）は、⼤学ミュ
ージアムや⼤学が保有するコレクションに
関わる活動を対象として、国際的かつ学際
的な議論を⾏う場として設定された委員会
である。筆者は、2017 年 9 ⽉に開催され
た第 17 回年次⼤会「Global Issues in 
University Museums and Collections: 
Objects, Ideas, Ideologies, People」（ヘル
シンキ⼤学・ユバスキュラ⼤学）に参加
し、学術研究成果を媒介として、地域の⽂
化資源の顕在化と活性化を図るプロジェク
ト「都市のカルチュラル・ナラティヴ」
（慶應義塾⼤学アート・センター、2016
年〜）の活動について報告を⾏った。 

報告したプロジェクトの活動は、2018
年 3 ⽉に刊⾏されるプロジェクト・マガジ
ン「ARTEFACT」に詳細が掲載されるた
め割愛し、本レポートでは、UMAC ⼤会
の内容を簡潔に紹介したいと思う。 
 
※ICOM UMAC：

http://umac.icom.museum 
 
※「都市のカルチュラル・ナラティヴ」 

http://art-c.keio.ac.jp/-/artefact 
 
 

１．Professional Development Workshop 
 

⼤会のメインプログラムに先駆けて、
「Professional Development Workshop（専
⾨研修ワークショップ）」が開催された。
「Surviving and Thriving within a Parent 
Institution」というテーマは、ミュージアム
の活動を進めることが、組織全体の中⼼的
なミッションにかならずしも組み込まれて
いないという⼤学の状況を反映した、⾮常
に現実的なテーマ設定であると感じた。ま
た、⾮ミュージアム組織による運営という
点から⾔えば、企業博物館などとも共有で
きるテーマであり、今後、⼤学ミュージアム
という枠を越えた課題の共有や連携の可能
性を感じた。 

ワ ー ク シ ョ ッ プ で は 、 Mission ／
Governance ／ Strategic Planning ／
Collections Planning／Educational Role が
主な議論の対象となった。「Mission」では、
ミュージアムのミッションと⼤学本体のミ
ッションとの連結からはじまり、⼤学内の
他のミュージアムや同窓会組織など、⼤学
の内外においてミュージアムと関わりを持
つグループに対し、ミュージアムの活動を
どのように位置づけ、説明していくのか、と
い う 観 点 か ら 議 論 が ⾏ わ れ た 。 ま た 、
「Educational Role」では、⼤学ミュージア
ムの⼤きな特⻑である教育・研究活動との
連携が取り上げられた。⼤学の教員との積
極的な共同の必要性や、アカデミック／社
会・⽂化／実務など様々な観点での学⽣教
育について検討がなされた。 
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２．The 17th annual UMAC conference 
 

カンファレンスでは、24 の国と地域、
42 の⼤学ミュージアムとコレクションか
らの発表が⾏われた。基調講演、⼝頭発
表、ショート・プレゼンテーション
（Inform-All Presentation）、ポスター発
表からなるプレゼンテーションは、⼤きく
「倫理規範」「来館者とのエンゲージメン
ト」「教育」「コラボレーション」「国際
化」の 5 つのテーマにグループ化されてい
た。 

「倫理規範」では、ミイラや遺体、医学
標本のコレクションや展⽰を巡って、展⽰
を可能にする物語の作り⽅や展⽰の⽅法な
どについて、現代の倫理規範を参照しなが
らの発表が⾏われた。 

「来館者とのエンゲージメント」では、
来館者の議論や学習を促進するための取組
の紹介や、デジタル技術活⽤の⻑短、より
広い学術的・⽂化的なコンテクストから⾒
た⼤学コレクションの意義が語られたほ
か、来館者数の分析⼿法について新しい提
案を試みる発表もあった。 

「教育」においては、展⽰やコレクショ
ンを研究・教育の材料として積極的に活⽤
するための⽅法や、移転可能なスキル教育
（Transferable Skills）の場、また、ミュー
ジアムの社会プラットフォームとしての役
割に関する検討がみられた。 

「コラボレーション」では、ミュージア
ムにおける芸術家との共同プロジェクト、
地域の⽂化セクターとの連携のケース・ス
タディや、⺠間企業との共同によるサステ
ナビリティの確保などが話題となった。 

最後に「国際化」については、⼤学が⼀
層の国際化を迎えるなかで、ミュージアム
の活動をどのように変化させていくのか、
国際的・学際的な展⽰やコレクションの実
現についての議論が交わされた。 

次項では、これらの議論の中から、慶應
義塾⼤学における活動と関連する発表をい
くつか紹介したい。 

 
３．カンファレンスでの発表から：新しい
ミュージアムの役割／研究とミュージアム
／アーティストとのコラボレーション／⼤
学の国際化とミュージアム／デジタル教材 
 
Museum L: Catholic University of Louvain
（ベルギー）※ 

 
ベルギーの Catholic University of 

Louvain からは、2017 年にオープンした
新しいミュージアムでの活動が報告され
た。Museum L と名付けられたこの施設
は、17 世紀の建築をリノベーションした
建物に、展⽰・図書館・教室・講堂・ワー
クショップルームなど、ユーザー体験を充
実させるスペースを備える。Museum L
は、来館者やミュージアムのスタッフ⾃⾝
が、それぞれにプロジェクトを持ち寄り、
ディスカッションや共有を通したクリエイ
ティヴな活動をする場として位置づけられ
ている。ミュージアムにおける新たなユー
ザーエンゲージメントのあり⽅として、今
後の活動に注⽬したい。 
 
※Museum L  

http://www.museel.be/en 
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Economic Minerals & Geology Collection: 
The Australian National University, 
Canberra（オーストラリア） 
 

カンベラ⼤学からは、鉱物・地質コレク
ションを題材に、⼤学の研究領域と⼤学の
コレクションの関わりについての報告があ
った。アカデミックなコレクションが⼤学
に蓄積されている場合、そのコレクション
と結びついた研究領域の⽅法論や教育論が
変化した場合に、コレクションの⼤学内で
の位置づけがどう変化するのか、また新た
に学⽣や教員などの学内外のアカデミック
・コミュニティとコレクションを連結して
いくためにはどうすればよいのか、という
議論があり、⼤学のコレクションのライフ
サイクルを考える上で⽰唆的な発表だっ
た。 
 
Musée des Arts et Métiers: Conservatoire 
National des Arts et Métiers（フランス） 
 

フランス国⽴⼯芸院のミュージアムから
は、アーティストとのコラボレーションが 
、ミュージアムに関わるコミュニティに与
える影響についての報告があった。同種の
プロジェクトにおいては、来館者からの反
応が報告されることが多いが、今回は、来
館者だけではなく、アーティスト⾃⾝、ま
たミュージアムで働くスタッフ（学芸員、
職員）からも率直な意⾒を得ていた点が新
鮮だった。 
 
 
 

Museum of East China Normal University
（中国） 
 

中国からは、⼤学の国際化とミュージア
ムの活動についての報告があった。過去
10 年で、中国では⼤学ミュージアムと留
学⽣の数が急激に増加している。それに伴
い、ミュージアムでは⽂化交流の機会が増
えた⼀⽅、展覧会においてカルチュアル・
アイデンティティどのように取り上げるか
が課題となっている。⽇本の⼤学でも国際
化プログラムが進み、留学⽣向けの授業な
どの開講も増えてきていることから、⼤学
ミュージアムでの展⽰が留学⽣にどのよう
に映るのか、いま⼀度検討する必要がある
と感じた。 
 
Cabinet Project: Oxford Internet Institute, 
University of Oxford（イギリス） 
 

今回のカンファレンスでは、デジタル・
ツールの活⽤についてさほど多く取り上げ
られていなかったが、オックスフォード⼤
学の Cabinet プロジェクトの報告は⼀際⽬
を引くものだった。Cabinet は、ミュージ
アムの作品を使った⼤学の授業（Object 
Based Study）を補助するオンラインプラ
ットフォームであり、ミュージアムのコレ
クションを、アナログ・バーチャルの両⾯
から活⽤し、学際的な教育を実装するツー
ルの例として⾮常に興味深かった。 
 

発表後、Cabinet プロジェクトの研究者と
ディスカッションの機会を得て、MoSaIC
について、DMC センターでのデジタル・ミ
ュージアムの試みについて簡単な紹介を⾏
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った。その際、作品に寄せられる多様な視点
を可視化するためのデジタル・ツールにつ
いて、事例の共有をしてゆきたい、という話
をしたが、年が変わらない 12 ⽉に、⾦⼦晋
丈⽒と早速にオックスフォードを訪問し、
より詳細な情報共有をできたことは、⼤き
な成果と⾔える。 
 

ICOM UMAC は、⼤学ミュージアムの専
⾨部会であるだけに、館種や主題領域は違
えど、問題意識や関⼼を共有することがで
きる研究者が集っているため、今回のよう
な、素早いリレーションの構築に繋がりや
すい特徴があるように思う。今後も可能な
限りコンファレンスやワークショップに参
加し、研究交流に繋げたいと考えている。 
 
※ 本報告は、慶應義塾⼤学アート・センターニュ
ースレター『ARTLET』（48 号、2017）に掲載し
た報告を元に、内容を拡充して執筆した。 
 
 
 
本間 友（ほんま ゆう） 
慶應義塾⼤学アート･センター所員・⽂学
部⾮常勤講師。2006 年慶應義塾⼤学⼤学
院⽂学研究科美学美術史学修了（修⼠） 
専⾨は美術史および芸術情報の流通。 
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